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地域食堂
(こども食堂)

地域食堂４要件

「地域食堂」は子どもを中心に地域の様々な人が集う居場所、 多様な人や社会資源が繋がる場であり、地域の多様かつ多世代の交流拠点となっています。

困難を抱える人・世帯に関わっていくことを基本としながら、地域の誰もが気軽に行ける「だれでも食堂」＝「地域食堂」として展開しています。

①サードプレイスとして安心して過ごせる「居場所」であること
②食育・食文化の観点をもって「『食』を提供すること」
③子どもの学習支援を行うこと
“つぶやき”を相談支援に引き上げること

④受け手＝利用者、支え手＝スタッフという一方向の閉じた取組としない
地域の多様な人々が関わること

子ども

生活
困窮者

障がい者ひとり親
世帯

高齢者

地域食堂
ネットワーク

居場所の
ネットワーク

支援の
ネットワーク

団体

行政

地域食堂ネットワーク

設立趣旨：地域食堂が継続的・安定的に運営を行うため、運営団体、
支援団体、行政が連携し、互いに支え合う仕組みを構築
し、もって地域共生社会をめざす取組に資する

運営団体：６０食堂、支援団体：７０団体、行政：７市町
【活動】
○寄付や提供食材等の共同管理、ボランティア等の人材確保の支援
〇情報交換会の開催及び活動の情報発信
○衛生管理に関する情報や衛生用品の無償提供や講習会の開催
〇感染防止・衛生管理ガイドラインの作成
○立上げに関する支援、他
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麒麟のまち圏域における
地域食堂の推進

２

3
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鳥取市と周辺４町、隣接の兵庫県２町で「麒麟のまち連携中枢都市圏」を
形成しており、圏域全体の地域食堂への支援と推進体制を構築

※地域食堂
箇所数

ロジ拠点
ハブ拠点

〇ロジ及びハブ拠点は、いずれも市町設置の施設内に大型冷蔵・冷凍庫、
米・野菜保冷庫を設置し、様々な温度帯管理の食品を保管

〇ロジ拠点において毎月約５トンの食材等を集荷し、各ハブ拠点を通じて

誰もが支え合う関係づくり 「助けて」と言える関係づくり

地域、事業者、行政が協働する取組 多様な担い手参画による地域づくり

地域食堂
食でつながるプラットフォーム

めざす地域食堂＝「“つながり”を創造する拠点」

2

2

麒麟のまちの“地域 堂”

1
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市内地域食堂
（４３食堂）

市内地域食堂
（３食堂）

東部
地域（こども）食堂
岩美町（１食堂）
八頭町（４食堂）
智頭町（２食堂）
若桜町（２食堂）

受取（金）

配達（金）

鳥取福祉会

配達・受取

市

民

郵便局（５６局）
（フードボックス設置）

とりまとめ局
（８局）

市社協
各町総合福祉センター 市社協

JAいなばせんだい支店

鳥取県生協 マルイ 鳥取ヤクルト販売

ファミリーマート東部地区（３６店）
イオンモール東部地区（３店）
セブンイレブン東部地区（１５店）

アクシス（野菜）

わったいな（野菜）

全国食支援活動協力会

大江の郷（卵）

県内協力事業者
協力企業等

銀行・商工会・日赤・食品会
社・スーパー・ＮＴＴ・菓子製造

など５５社が支援

県ネットワークえんたく

マルサンアイ鳥取

ちむら
受取（火・木）

持込（木）

受取（木）

受取（日）

随時

月２回受取

持込・訪問

持込

持込（随時）

持込（随時）

持込・受渡

受取（火）

持込

持込

随時

随時

月２回

兵庫県
香美町（３食堂）
新温泉町（２食堂）

配達・受取

月１回受取

トヨタ自動車（野菜）

R7.11.1現在

ハブ拠点（２）
・気高人権福祉センター
・河原人権福祉センター

ハブ拠点（１）
・八頭町

中央人権啓発センター

ハブ拠点（１）
・新温泉町

社会福祉協議会

配送

配送

配送

地域 堂・  援ハブ拠点への 材提供の流れ

ロジ拠点（１）
・中央人権福祉センター
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麒麟のまち 孤独・孤 対策官 連携プラットフォーム

麒麟のまち
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◇食支援の取組
“食”を通じた地域課題の解決の促進を
 指し、地域 堂の推進と官 連携の
プラットフォームであるネットワークの構築
で積み上げてきたことを基盤として、
食品アクセス確保の推進に取り組む。

◎現状の実態とニーズを把握
⇒実態把握調査の実施

◎ニーズと地域課題の共有
◎地域資源等のリソースの活用
⇒官 連携プラットフォームの設置

◎こどもの貧困や生活困窮者、買物困難者における
セーフティネットのサポートの充実

社会課題

食支援に必要
な 品総量

企業等からの
提供食品

一時保管

配送

提供

就学援助

ひとり親

現状課題

NPO法人
ワーカーズコープさんいんみらい事業所
地域共生とっとり

協同組合
鳥取県生活協同組合

教育機関
鳥取環境大学

企業・団体
有限会社 大塚運送
麒麟のまち地域 堂ネットワーク
とっとり子どもの居場所ネットワーク”えんたく”
 取県隣保館連絡協議会

鳥取県社会福祉協議会 麒麟のまち

課題・ニーズ共有
各団体の強み・
リソースの共有

鳥取大学
鳥取県

単身高齢者

潜在的なニーズ

実態把握調査
専門機関と連携し、
食支援の現状と課題を分析
★特徴・ポイント
・現状と課題を分析することで、
より多くの食支援を届けられる
仕組みづくりにつながる

課題・ニーズの共有

課題分析結果の共有 分析結果を生かした
支援につなげる

社会的インパクト評価

麒麟のまち
食支援プラットフォーム

麒麟のまち食支援プラットフォームによる食支援の拡充
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PF
麒麟のまち圏域で
困りごとやニーズを共有、
強みやリソースを共有

地域食堂 孤独・孤立
対策 食支援 新たな

権利擁護
〇〇
project

鳥取市、八頭町、智頭町、若桜町、岩美町、新温泉町、香美町

新しいテーマも
PFの人材を活用し、
体制確保、対応するなど各種

テーマ
NPO法人 協同組合 社会福祉法人医療関係 社会福祉協議会 企業・団体 一般社団法人

地域食堂 食支援孤独・孤立
対策 居住支援

ＰＦの包括化

官 連携プラットフォームの包括化

地域食堂を
拠点としたＰＦ

全
市
・
圏
域

地
域
（
地
区
）

地域食堂
C

①地域食堂の全地区での展開
→実施されていない地区へ関係機関と連携した立上げ支援

②新たな地域食堂の推進
→

③各地域食堂を拠点としたプラットフォームの形成
→
地域課題の解決を図るための体制構築

地域課題・ニーズ
を伝える

地域に必要な
ノウハウ・リソースの提供

つながり
サポーター

家族機能の社会化
“気づき・つなぎ”

地域食堂
B

地域食堂
A
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